
「矢板市子ども未来基金」活用アンケート集計結果

子どもの数（合計）

1 人 17 人 11.7 %

2 人 77 人 53.1 %

3 人 41 人 28.3 %

4 人 9 人 6.2 %

5 人 1 人 0.7 %

145 人

保護者の年代（父） 保護者の年代（母）

2 人 1.4 % 1 人 0.7 %

27 人 18.6 % 45 人 31.0 %

81 人 55.9 % 89 人 61.4 %

21 人 14.5 % 5 人 3.4 %

1 人 0.7 % 人 0.0 %

13 人 9.0 % 5 人 3.4 %

145 人 145 人

保護者の就労（父） 保護者の就労（母）

130 人 89.7 % 83 人 57.2 %

1 人 0.7 % 47 人 32.4 %

1 人 0.7 % 10 人 6.9 %

13 人 9.0 % 5 人 3.4 %

145 人 145 人

どんな年代

14 人 9.7 %

60 人 41.4 %

69 人 47.6 %

2 人 1.4 %

145 人

どんな分野

47 人 32.4 %

9 人 6.2 %

70 人 48.3 %

15 人 10.3 %

4 人 2.8 % その他（記述）

145 人

20代

未回答 未回答

30代

40代

50代

60代以上

20代

30代

40代

50代

60代以上

フルタイム

短時間

無職

フルタイム

短時間

無職

通学路の安全対策（歩道・街灯など）

未回答 未回答

妊娠～出産

未就学児～小学生

中学生～高校生

未回答

健康・医療

保育サービス

教育

施設整備

その他

地域スポーツクラブ等への補助

高校はお金がかかるから高校の学費
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どんな内容

8 人 1.84 %

19 人 4.37 %

10 人 2.30 %

11 人 2.53 %

74 人 17.01 %

17 人 3.91 %

22 人 5.06 %

75 人 17.24 %

40 人 9.20 %

49 人 11.26 %

27 人 6.21 %

15 人 3.45 %

21 人 4.83 %

16 人 3.68 %

5 人 1.15 %

26 人 5.98 % その他（記述）

435 中学校制服への助成

（145人×３） 子ども医療費の高校生までの対象年齢の拡大

高校生に対してもっと手当を欲しい

安全な登下校に対する経費
青パト、みどりのおばさん等）

子供が外遊びをするための啓発活動

医療費助成の拡大高3まで
子供手当の拡大

学習支援

通学路の安全対策

学童や放課後スクール等への助成

子どもを預かることのできる施設の充実
教育、医療の両方を備えた施設

新生児～幼児の検査

妊婦の検査

不妊治療費

出産祝い金

その他

予防接種の助成

入学祝い金

入学時の学用品

給食費の助成

学用品の購入助成

学校施設整備・備品

体験活動

子どもの施設整備

学習スペース

通学費用の助成

活動団体

2 / 5 ページ



自由記載欄

・本来は医療費の現物給付が平等（新入学の時期を終えた家庭には当てはまらない為）とは思いますが、もう無理な時期に来ているのな

ら、市内の小中学校に通えていない特別支援学級の児童・生徒に対してもあてはまる様な基金の利用方法を考えて頂きたいです。一応市

民なので・・・。

・スクールバスの充実と拡大。ガラガラのスクールバスを運用するならば利用者の拡大や見直しをして有効的な活用をして欲しい。夏休

み期間のプール利用時バスが利用できれば。遠方の子供もプール利用できるが祖父母に子供をあずけていると毎日のおくりむかえで利用

するには限度がある。見直しをお願いしたい。

・スマートフォンやタブレット・PC等の取あつかいやSNSの問題など小中学生で教育が必要と思われますので現在問題になっている事

を講演会等で児童生徒に教育の機会を増やしてほしい。各学校で年1回程度は実施しているようだが市からも広報等で促してほしい。

・毎年おこなっている予防接種の助成があると助かる。

・市内の小中学校の教室の冷暖房設備をお願いしたい。

・中学校が1つになってしまう（泉がなくなる）のが嫌です。

・子供の運動能力が低下している。矢板は子供があそぶ場所がないと他の地域の方に言われます。ならば子供が安全にあそべるスペース

の確保。廃校になった学校の活用など今あるハード面を利用し矢板の方のもっているアイディアを集結し、他市にほこれることよりも矢

板市住民が満足できる施設が作れるとよいのではと思います。子供を育てることで魅力がなければ若い方は矢板に住もうと思ってもらえ

ないので、人口増加にもつながりません。もちろん、在宅での介護医療に対しての資源が少ない矢板には問題が多くあると思います

が・・・学校の統廃合で空きスペースはあると思います。矢板が抱える問題の複合施設での問題解決とか？高齢者、障害者、子供を1つ

のスペースで交流。例えば、高齢者と子供の交流、予防目的体操、デイサービス、就労目的の障害者によるレストラン(子供食堂、高齢

者への配食）子供のあそべるスペースの提供などを1つの施設で可能にできないか？

・小中学校全てエアコンを整備してほしい。温暖化によりすでに私たち小中学時代よりもかなり学校が暑く体調や発育にも良くないと考

えます。（夏場）

・教育のアンケートを良く毎年書いていますが、どう改善したかの結果の公開？学校単位では多少聞くことができますが結果が明確でな

いのでいつも書くのが負担です。

・なぜ現物給付が未就学児までなのかが納得できました。仕事をしている所は18歳までなので、いわゆる医療コンビニ化のようにすぐ

に病院へ行くといって活用しています。値上げをされてしまうとより生活が苦しいです。窓口へ行かなくてはならないので少々面倒です

が、今のままで良いです。よろしくお願いします。

・高校入学。就職時にはなにかと費用が必要です。義務教育が終わってしまった時の中学卒業祝い金があると各世帯とても助かります。

・通学路の安全確保。学校と学童保育館との連携をしっかりしてほしい。

・フットボールセンターの利用拡大

・駅前（矢板駅西口）の駐車スペースをきちんと決めて欲しい。

・中学高校と年齢が高くなるにつれ教育費等が高くなり親の負担が大きくなってくる。少しでもいいのでそちらにも重点をおいてもいい

のではないかと思います。

・1つでも不安要素をなくし、子育てしやすい環境づくりを目指していただきたいです。矢板市に住みたいと思われるように工夫してい

くべきではないでしょうか。活気がないように感じます。駅やインター4号線も通っているのに何かものたりない。シャープもなくなり

矢板市はこれからどうなっていくのだろうと感じています。

・私も医療費の現物給付には反対です。医療のコンビニ化まさに、その通りだと思います。子育ての助成金に対し、私は、給食費に充て

て頂きたいと思っています。全額が希望ですが、予算に応じて負担して頂きたいです。医療費も体力がついてくる中学生の負担をやめて

その分給食費に充てて頂くのはいかがでしょうか。子供がいる世帯に平等に負担して頂けるとありがたいです。

・矢板市は子育てするのに他の地域にくらべて助成が少ないです。少子化がつづくと思います。3人目より助成金がある所、出産費用の

減額、チャイルドシートの補助金（半分）とか探せば沢山あると思います。自分が子供を出産する時は1人目は戻り金がありましたが、

2人目からはなかったです。医療費も窓口申請せずその場で無料の所もあるのに矢板市はそうならないですよね。子育てしやすい地域に

ならないと人口も増えず減るばかりです。良くはなってると思いますが、あまりに変化したと思いません。これから子供を産み育てる人

の為にも宜しくお願いします。
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・人口減少の中、予算を子育て支援に増額するのは大変な事だと思いますがよろしくお願いします。子供達の数や健康面で配分も大事な

ことだと思いますが、質の高い教育も大切だと思います。都会の学校に比べたら少ない人数で学校で学べる状況なので、その特性を生か

して教育を進めてほしいです。その成長した子供達が1人で2～3人分の生産力や貢献を果たしてくれるかもしれません。県内でも学力は

あまり良くないと聞いています。学校もいろいろ努力しているようですが、引き続き進めていってほしいです。

・私は今まで償還払い方式で申請したことが一度もありません。勿論、花粉の時期や風邪をひいた時、皮膚科等子供は医療機関を受診

し、調剤薬局で薬を購入しています。各医療機関や薬局毎で支払った費用を申請すると、毎月500円を差し引いた額を還付するといった

非常に手間となる手続きで未申請者を見越して制度化しているとしか思えません。医療のコンビニ化により小学生で１.6倍と説明してい

ますが、未申請割合等の統計を考慮しているのでしょうか？宇都宮の友人等に話を聞くと宇都宮の制度は｢いいなぁ｣と思ってしまいま

す。

・斎藤市長に代わり、職員の対応は前より良くなったと思います。今後も職員の方々は頑張ってください。何年か前の西那須野のレベル

であります。今は。

・小中学校適正配置検討について。予算上一定の理解はあるが、現状の人数と場所のみで検討されているように見える。小規模特認校の

必要性や合併の手法など子供達の環境にも配慮をお願いしたい。また、適正配置検討の前のに市議定数の削減や各イベントや補助事業の

見直しをしてもらいたいと思う。

・フットボールセンターについて。現在、工事が進んでいると思うが、どこかのスペースにバスケットゴールを設置できないか？もしく

は長峰公園など。氏家駅前の広場にバスケットボールができるスペースがある。矢板市にも野外に設置あいてほしい。ゲームセンターよ

りも外で遊んでほしい。

・我が家は共働きで、親の同居もないので、保育園や放課後スクールが非常に助かっています。そういったところの充実、助成に力をい

れて頂きたいです。

・基金が生きた基金として、子育てに奮闘している家庭の手助けになるような活用を切実に願います。

成長期の子供達にとって食は重要です。どの学校でも給食の量が足りないと話題になります。給食費が上がるにせよ、その分を助成で負

担し、見直していただければと切に願います。

・小中学校の給食費も兄弟割みたいな制度があると助かります。

・中学校入学時の備品（制服、体操着、バック）購入に負担が大きいと感じました。義務教育なのになぜこんなに負担が大きいのか

と・・・。また我が家は自転車通学なので自転車を購入したり入学後すぐに部活動に必要な物を購入したりと大変でした。全生徒が購入

するような備品については無料配布又は助成金を配布していただけると良いと思いました。

・別紙の｢医療のコンビニ化｣についてですが論理のすり替えに思えてなりません。住民基本台帳を見ても分る通り、0歳～20歳までの人

口は、矢板市に占める割合では高齢者のそれと比べても少ない事が分ります。子供世代の医療費が嵩む事を避ける為の方便としか思えま

せん。まずは、より医療費のかかる高齢世代の医療施策を見直してから若者世代を育てる30～40歳の私たちに訴えかけるべきではあり

ませんか？出来ない事への言い訳よりも、一歩づつ確実な保健医療制度の拡充にむけて努力してほしく存じます。

・インフルエンザ代を1回にしてほしい。大人と同じ金額が1回目でかかり（半分の薬使用で）2回目もかなりの金額を出すのはきつい。

2回あわせて7千～8千円かかるのはどうなのか？半分の薬を2回に分けるのであれば、1回半額にして下さい。

・空家はどうなってますか？老人施設ばかり増え工場・企業が少ない。もっと子もちで働ける所がほしい。空土地の有効活用（施設やコ

ンビニ以外で）

・市営プールの見直し（きれいに安全につくりかえ）

・基金を設置されると子ども医療費助成はなくなってしまうのですか？最近の市はアンケート実施で一方的にアンケート結果に基づいて

決定されてしまいます。（小中学校の統合）

もっと多くの矢板市民のかたに公表して理解してより良い矢板市になってほしい。（知らない方が多すぎる）

・矢板市に住んでいる子供たち全員が平等に活用できるようにしてほしい。収入の高低にかかわらず、みんなが笑顔で成長していける矢

板市になってもらいたい。

・10年後、20年後今の子どもがどの程度矢板市に残るのか、何をすれば矢板市に残るのかを考えた基金（お金のつかいかた）として欲

しい。お金の助成もありがたいが、一時的なある世代だけの内容となるのはまったく魅力がない。

・矢板東小の近くに住んでいますが、道路が狭く思います。歩行者と車を別々に走行できるくらいの道幅がほしいです。（道路もクネク

ネしていて危険が多いです。）アスファルト舗装を願いたく。市長さん、これからも市民のためにがんばって下さい！！

・遊ぶ所が少ない。食べる所が少ない。市で建物を管理して空き家、ビルなどで若者でお店をやりたい人に無償で貸し、2年～3年、4年

～5年で少しづつお金をいただくシステムなどを確立したら矢板もどーにかなるのかな？

・子供がおもいきり身体を動かして遊んだりできる室内の設備があると良いです。建物が古くなっている学校があるので子供達のために

も快適な環境で楽しく学校生活が送れるように環境の整備（建てかえの検討など）を整えてほしいです。

・4月から中学生になるため通学路を確認した所、外灯がほとんど無い事に不安です。子供達が通る場所に外灯はあった方がいいのでは

と思いました。（安沢小から片岡中学校）
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・小学校の統廃合は早めに連絡願います。また、その際にかかる費用負担は市の方でお願いします。体操着やその他備品など。

・学校や公共施設の冷房、暖房を適切に使用できるようにしていただきたいです。また、トイレの整備（洋式化・掃除用具の見直し補充

など）については是非お願いします。

・給食費は助成しなくてもいいので（支払いが困難な方は除く）子供達の生活環境を整えてあげて下さい。

・国内・海外を問わず、色々な体験によって子供達は成長していくと思います。そういったチャンスをあげてほしいです。

・育成会がどの地域（行政区）も廃れてきていて子供はいるのに存続すら難しい状況です。もう少し地域活動が活発化して子供からお年

寄りまで仲良く楽しめる様になれば良いと思います。（学校・行政区・育成会・お役所で協力し合って矢板市全体が活性化させる！！）

・軽症のうちに通院させるのがあたりまえだと思います。重症になってから子どもを通院させては遅いと思われます。（子どもは悪化す

るのが早いため）好きで病院へ行く親など居ません。心配だから連れて行くのです。中学生くらいになると部活などもあり費用もかさみ

ます。お金のある人だけが好きな部活や塾へ通えるのではなく、そちらにも支援いただけると助かると思います。
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